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日本の小学校外国語活動副読本とフィンランドの基礎学校英語教科書の比較と検討

Ⅰ． はじめに
現在日本ȺɂǾ小学校 生から英語学習の一ၥとしࢳ5

て外国語活動の科目がᜫけらɟているǿ2020 にɂ小ࢳ

学校 3 生から外国語学習が開始ȨɟǾ5ࢳ 生からɂ教ࢳ

科として本ಐ的に英語学習が開始するǿフィンランドȺ

ɂǾ7 දから始ɑるқ等教育の 3 目にあたる基礎学校ࢳ

ඒからǾ教科としての英語学習がᚐɢɟているǿࢳ3

本研究ɂǾ日本の英語学習開始段階Ⱥある小学校 ࢳ5

生と 生の外国語活動ȺΈႊȨɟる副読本とǾフィンࢳ¶

ランドの英語学習開始段階Ⱥある基礎学校 ඒとࢳ3 ࢳ4

ඒȺΈႊȨɟる教科書の比較と検討をᚐうことを目的と

しているǿ᜘語の特性としてǾフィンランド語ɂ日本語

とպറにǾ英語がࠖするインド・ʲーロッʛ語族にࠖȨ

ない᜘語ȺあるたɔǾ比較対象にフィンランドをᤣɦ

だƕǿ

аᚐ研究においてɂǾフィンランド国෢の高い学力に

า目したǾフィンランドの教育に関する研究ɗ書዗ɂ഍

ɔて۹くƖǾフィンランド国෢の英語力の高Ȩにา目し

たǾフィンランドの英語教育に関する研究ɗ書዗も۹

いƗǿɑたǾフィンランドの英語教育ȺΈႊȨɟる教科

書と日本の英語教科書の比較研究もސ在するƘǿしかしǾ

日本とフィンランドの英語学習開始段階における教科書

比較研究の論文ɗ書዗ɂ᛻छたらないǿしたがȶてǾ日

本の外国語活動副読本とフィンランドの英語教科書の比

較と検討をᚐいǾȰの特ौを明らかにするǿ

͏˩ǾɑȭǾフィンランドの教育についてകᜊし（ƌ）Ǿ

日本とフィンランドの英語教科書比較のаᚐ研究を୥理

する（ƍ）ǿඒにǾаᚐ研究ɛり比較分析のᜊ点と方ศ

を導ҋし（Ǝ）Ǿ分析ፀ果をᇉす（Ə）ǿఊऻにǾ分析ፀ

果を基に日本の小学校外国語活動副読本とフィンランド

の基礎学校英語教科書の特ौについて考察をᚐい（Ɛ）Ǿ

̾ऻの日本の英語学習開始段階Ⱥႊいる副読本ɗ教科書

についてᇉדȨɟることをᣖべることとする（Ƒ）ǿ

Ⅱ．フィンランドの教育について 
ここȺɂǾフィンランドの教育についてǾ学力ɗ学校

Ҥ度Ǿ教員養成Ǿ᜘語教育Ǿ英語教育Ǿ英語教科書を中

॑にകᜊするǿ

1. フィンランドの学力と学校制度
フィンランドの教育水ໄɗ学力の高ȨɂǾ21 世紀に

оり̾ɑȺ͏上にา目Ȩɟるɛうになȶたǿ

文部科学ᅁ（201¶）ɛりǾフィンランド国෢の学力

の高ȨについてみていくǿÐISÁ 国᪨学力調査における

ஓటɁߴ学ಇ۶ّ᝙๊ӦһᝣటȻ

ʟɭンʳンʓɁژᇀ学ಇᔐ᝙教科ంɁ෗ᢎȻ೫᜞

―英語学習開始段階に着目して―
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摘要

本研究ɂǾ日本の英語学習開始段階Ⱥある小学校5ࢳ生と¶ࢳ生の外国語活動ȺΈႊȨɟる副読本とǾフィンランド

の英語学習開始段階Ⱥある基礎学校3ࢳඒと4ࢳඒȺΈႊȨɟる教科書の比較と検討をᚐȶたǿȰのፀ果Ǿ日本の英語

学習開始段階ȺΈႊȨɟる副読本ȺɂǾ学習者がറȁな国の文化に᜔ɟながらǾዊ単な英語をʤアɗグループȺの活

動を通して学習することが᥾視Ȩɟていると明らかになȶたǿɑたǾフィンランドの英語学習開始段階ȺΈႊȨɟる

教科書ȺɂǾ۹くの英文と文ศが記ᢐȨɟておりǾ学習者にఊも近い英語ٚȺあるイギリスの文化に中॑に᜔ɟなが

らǾ自ུな英語Ⱥの応ኌɗ会ᝈをʤアɗグループȺの活動を通して学習することが᥾視Ȩɟていると明らかになȶたǿ

キーワード：フィンランドǾ英語教育Ǿ副読本Ǿ教科書Ǿ学習開始段階
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フィンランドのፀ果としてǾ57 か国がՎӏした 200¶ ࢳ

においてǾフィンランドɂ読ᜓ力 2 ͱǾ科学的リʐラ

シー 1 ͱǾୣ学的リʐラシー 2 ͱȺǾ¶5 か国がՎӏし

た 2009 においてǾ読ᜓ力ࢳ 3 ͱǾ科学的リʐラシー 2

ͱǾୣ学的リʐラシー ¶ ͱȺあȶたǿɑたǾ¶5 か国が

Վӏした 2012 においてǾ読ᜓ力ࢳ ¶ ͱǾ科学的リʐラ

シー 5 ͱǾୣ学的リʐラシー 12 ͱȺǾ75 か国がՎӏし

た 2015 においてǾ読ᜓ力ࢳ 4ͱǾ科学的リʐラシー 5ͱǾ

ୣ学的リʐラシー 13 ͱȺあȶたǿこのɛうにǾフィン

ランド国෢の学力の高Ȩɂこɟらのፀ果からɢかるǿ

ຝ部（2009）ɂǾフィンランド国෢の英語力の高Ȩ

について ÔÏÅÆÌ のፀ果に着目するǿフィンランドɂ

2004 度からࢳ 2005 度のࢳ ÔÏÅÆÌ においてǾ世界Ⱥ 4

ͱという高いᬲͱをՖɔているǿこのፀ果からǾフィン

ランド国෢の英語能力の高Ȩもうかがえるǿ

田中（2005）ɂǾこのɛうなフィンランド国෢の学力

の高Ȩにおける基本的な要因としてǾ4 点の特ौをમȥ

るǿ「ࢲ等に教育をՙける൏ҟを保障しɛうとしてきた

学校Ҥ度」Ǿ「修ۢᝥሌȺの教࢙教育Ǿ特別なʕーʄをもȶ

た子どもを援Ӓする教࢙の養成などにɛるǾ質の高い教

࢙のސ在」Ǿ「ී語にɛる教育の᥾視などǾ教育の᥾要性

に関する෢ᚏのᆬα」Ǿ「ིРのԗჵ・ᇩᇐ・教育を૬Ζ

して఼たᇩᇐ社会的ចஃኍ」Ⱥあるǿ

ʨキʛー（2007）ɂǾフィンランドȺɂ教育៵ႊのɎ

とɦどがу的២આȺありǾࠊͳ地ɗጽຑ状況をץɢȭǾ

国෢すべてにࢲ等に教育が保障Ȩɟているとᣖべるǿこ

こȺǾフィンランドの「ࢲ等に教育をՙける൏ҟを保障

しɛうとしてきた学校Ҥ度」の一要因がᇉȨɟるǿ

2. フィンランドの教員養成
フィンランドの教員養成についてǾຝ᤮（2007）ɂ教

育実習に着目しているǿ΍えɃǾʢルシンキ۾学ȺɂǾ

学生と共に۾学教員も教育実習に関ɢりǾૌഈ実践を学

生自ᡵがળりᣌるだけȺɂなく۾学教員もȰの学生の実

践を共にળりᣌることȺǾળりᣌる᪨の教育学的ᜊ点を

学生が学ぶことのȺきる՘りጸみが実ஃȨɟているǿɑ

たǾ͟జ（2011）ɂǾフィンランドの教員養成ɵリキʯ

ラʪにおいてǾ教育実習が長ఙ間実ஃȨɟていることに

着目しているǿ΍えɃǾトɯルク۾学のܾܹ校Ⱥあるラ

ウʨ校ȺɂǾ教育実習が学ۢ 間と修ۢࢳ3 間Ⱥ合᜛ࢳ2

24 ᣸間͏上ᚐɢɟるǿ

堀口（2009）ɂǾフィンランドの教員養成Ⱥɂ修ۢレ

ʣルの教員養成Ⱥ教育実習を長ఙ間ᚐいǾ実践を基にし

たʑータՖᪿにɛる論文などが੧᜻ȨɟることȺǾ教育

者と研究者の˵ϫ面から成長し続けǾ質の高い教࢙が生

ɑɟると論ȫるǿ

3. フィンランドの言語教育
͜ూ（2014）ɂǾフィンランドの᜘語教育のҤ度につ

いてᣖべるǿフィンランドの᜘語教育ɂՁҬとしてǾቼ

１外国語の学習ɂ基礎学校 3 ඒから始ɑるǿቼࢳ 2外国

語ɂ 5 ඒからᤣ੻科目としてǾ7ࢳ ඒࢳ
ƙからɂ॒修科

目として学習するǿ高校段階Ⱥɂᤣ੻科目としてቼ 3外

国語とቼ 4外国語の学習が可能ȺあるǿɑたǾフィンラ

ンドの学校教育Ⱥ学習可能な᜘語ɂ主にǾ英語Ǿドイʎ

語Ǿフランス語Ǿスウɱーʑン語Ǿラʐン語Ǿイタリア

語Ⱥあるǿ

𠮷田（2007）ɂǾフィンランドの基礎学校から高等学

校における外国語学習者ୣをҾ合Ⱥᇉしたǿ2000 かࢳ

ら 2001 の஽点Ⱥ外国語学習を開始しているҾ合ɂǾࢳ

基礎学校 ඒȺࢳ1 ¶¥Ǿ2 ඒȺࢳ 10¥ Ⱥあるǿ7ࢳඒから

9 ඒȺɂࢳ ¶¶¥ が 2 ᜘語Ǿ31¥ が 3 ᜘語を学習しǾ高等

学校Ⱥɂ 3¶¥ が 2 ᜘語Ǿ¶4¥ が 3 ᜘語を学習していた

というǿȨらにǾÅÕ における生徒一人छたりが学習す

る᜘語ୣの٫ࢲɂǾ中学校段階Ⱥ 1®3Ǿ高校段階Ⱥ 1®¶

Ⱥあるのに対しǾフィンランドȺɂǾ中学校段階Ⱥ 2®2Ǿ

高校段階Ⱥ 2®8 Ⱥあるǿ学習する᜘語ୣにおいてǾフィ

ンランドɂʲーロッʛの中Ⱥ٫͏ࢲ上にͱᏚしているǿ

4. フィンランドの英語教育
͜ూ（2014）ɂȨらにǾフィンランドのқ等教育段階

における英語教育についてᣖべるǿフィンランドの学校

ɂ۹くが基礎学校 ඒから英語教育を開始するǿ英語ࢳ3

教育の目ൈɂǾ日本の学習指導要ᬻにあたる Náôéïîáì 

Ãïòå Ãõòòéãõìõí に記ᢐȨɟているǿ目ൈɂ主に᜘語

能力についてᝊしくᝢ明ȨɟておりǾÃÅÆÒ を基ໄに

フィンランドの̜情に合ɢȮてᜫްȨɟているǿૌഈɂ

基本的に᣸ 2஽間ȺǾクラスɂ 10 人ҰऻȺ編成Ȩɟるǿ

ૌഈ者ɂ学ጥઆ͖ɗ教科આ͖Ⱥあるǿフィンランドのу

ႊ語ɂフィンランド語とスウɱーʑン語Ⱥあり英語をී

語としないがǾ英語のૌഈをઆछする教員のɎとɦどがǾ

ʗイʐィブに近い英語力を持ȶて指導しているǿ

5. フィンランドの英語教科書
フィンランドの基礎学校ȺΈႊȨɟる英語教科書の特

ौについてɂǾ͜ూ（2014）のᕻ書がᝊしいǿフィンラ

ンドの基礎学校ȺɂǾ教科書ɂすべてིР៴˫・ᥓࢎȨ

ɟǾ英語教科書もպറにིР៴˫・ᥓࢎȨɟるǿフィン

ランドの基礎学校ȺΈႊȨɟる英語教科書ɂǾ読本と

ʹークブックの 2 ё体Ҥが૗ႊȨɟておりǾ主なҋ版

ɂ Sáîïíá Ðòï 社と Ïôáöá 社がᚐうǿこの 2 社がҋ版

する英語教科書のሗ᭒ɂ 5ሗ᭒ありǾフィンランドにɂ

日本の教科書検ްҤ度にᄾछするものがないたɔǾ学校

ȺΈႊする教科書のᤣ੻ɂઆछ教࢙のҜ୽に͖Ȩɟてい

るǿɑたǾ特別な支援が॒要な子どものたɔにǾ文ޏɗ

教科書自体を۾きくしたʹークブックも適޲ᤣ੻してΈ

ႊȺきるǿ

ȨらにǾ͜ూɂ Sáîïíá Ðòï 社からҋ版Ȩɟている

×ï÷¡ シリーʄの読本とʹークブックからǾフィンラン

ドのқ等教育段階ȺΈႊȨɟる英語教科書の特ौを 5つ
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મȥるǿ1 つ目ɂǾ日本の中学生がԤഈɑȺに学習する

語ञと英文のୣɛりもǾフィンランドの小学生が学習す

る語ञと英文のୣの方が۹いということȺあるǿ2 つ目

ɂǾ英語学習開始段階から語ञɗ文ศǾ発ᬩの指導がጸ

Ꭵ的にࠕ開ȨɟているということȺあるǿ3 つ目ɂǾ読

本Ⱥ導оȨɟた語ञɗഫ文をʹークブックȺリアリʐィ

をֆɦだץᭉとしてᎱりᣌしᎃ習Ⱥきるɛうになȶてい

るということȺあるǿ4 つ目ɂǾ教科書に記ᢐȨɟてい

る᜘語య୳ɗᭉయがፎ本のɛうな̈́റȺあȶたりǾ文化

ɗ஽̜に᜔ɟていたりǾ学ࢳに応ȫてᫍ஧度を۰化ȨȮ

ているということȺあるǿ

Ⅲ . 日本とフィンランドの英語教科書比較研究
ここȺɂǾ日本とフィンランドの英語教育ȺΈႊȨɟ

る教科書比較をᚐȶたаᚐ研究を୥理するǿ୥理するа

ᚐ研究ɂǾ米崎・͜ూ（2010）Ǿࡀ࠽・ᔚ野（2013）Ǿຝ

部（2009）の論文Ⱥあるǿ

1. 米崎・伊東（2010）の研究について
米崎・͜ ూ（2010）ɂǾ自ऺ学習の育成に着目しǾフィ

ンランドのқ等教育段階ȺΈႊȨɟる英語教科書の分析

をᚐいǾ日本の中学校段階ȺΈႊȨɟる英語教科書との

比較をᚐȶたǿ

米崎らɂǾフィンランドのқ等教育段階ȺΈႊȨɟる

英語教科書に記ᢐȨɟている内߁ɂ充実しておりǾ自ऺ

学習を΢す要ጨも۹いとᣖべるǿこのことがフィンラン

ドの英語学習者の高い英語力につながる要因の一部Ⱥあ

るとしǾフィンランドのқ等教育段階の英語ȺΈႊȨɟ

る教科書の分析をᚐȶたǿɑたǾ一ᓐ的な教科書分析ɂ

語ञɗ文ศの視点Ⱥᚐɢɟることが۹いということか

らǾ分析の視点を自ऺ学習にᏚいたǿ

米崎らが分析にႊいたフィンランドのқ等教育段階Ⱥ

ΈႊȨɟる英語教科書ɂǾフィンランドȺఊもΈႊȨɟ

ているǾ×ï÷¡ シリーʄの基礎学校 ඒからࢳ3 ¶ ඒႊࢳ

の読本とʹークブックの᜛ 8ёȺあるǿ日本の英語教科

書ɂǾ中学校 生からࢳ1 生ႊのNå÷ Ãòï÷îࢳ3 を比較

対象としてႊいたǿɑたǾ日本の中学校ȺΈႊȨɟる英

語教科書がフィンランドのқ等教育段階ȺΈႊȨɟる英

語教科書の比較対象とȨɟる理ႏɂǾ「日本の中学校段

階の英語学習にᄾछするものがフィンランドの小学校段

階における英語学習Ⱥ実ஃȨɟていると考えらɟる」た

ɔとᣖべるǿ

分析と比較のፀ果Ǿ米崎らɂǾフィンランドのқ等教

育段階ȺΈႊȨɟる英語教科書に記ᢐȨɟている自ऺ学

習を΢᣹する要ጨに関してǾ4 つの特ौをમȥたǿ1 つ

目ɂǾ「۾ᦀの᜘語య୳・᜘語活動」Ⱥあるǿフィンラ

ンドのқ等教育段階ȺΈႊȨɟる英語教科書にɂǾ۾ᦀ

の語ञと英文が記ᢐȨɟておりǾ۹くのɲクササイʄが

ȺきるɛうになȶているǿこɟɂǾ学習者に᜘語知識ɗ

᜘語能力をᡵにつけȨȮǾ఼߬的に新しい英文にᤜᤃし

たときǾஒ習の᜘語知識ɗ᜘語能力を応ႊすることに

ɛȶて自分Ⱥ英文を読ɔることがȺきることが目指Ȩɟ

ているたɔȺあるǿ2 つ目ɂǾ「ጸᎥ的・ᙪஉ的な文ศ

指導のࠕ開」ȺあるǿフィンランドȺɂǾ英語学習開始

段階から日本の中学校段階Ⱥ学ぶ文ศᬱ目とպ等の内߁

が教えらɟるǿこɟɂǾ英文を読ɓたɔにɂ文ศを理ᜓ

していることが˪可එȺありǾ自ऺ性の育成においてɂ

語ञɗ文ศの基礎知識をあるሌ度習得していることが॒

ᬳȺあるとસえらɟているたɔȺあるǿ3 つ目ɂǾ「自

ऺ学習の要ጨ」Ⱥあるǿフィンランドの読本にɂ ÃÄが

͇ࠖしているǿこɟɂǾ学習者が ÃÄをΈႊすることに

ɛりǾ家࣍学習Ⱥᬩۦに᜔ɟながら学習することがȺき

るɛうにするたɔȺあるǿɑたǾʹークブックのյᝥの

ఊқにɂǾ発ᬩ記հが記ᢐȨɟているǿこɟɂǾ発ᬩ記

հが英語学習開始段階から教えらɟることȺǾқɔて᛻

た単語も発ᬩ記հがあɟɃ学習者自ᡵȺᬩ読がȺきる

ɛうにするたɔȺあるǿ4 つ目ɂǾ「学習者の学習៪͖」

ȺあるǿͷがȺきるɛうになȶたかǾͷがᝥᭉȺあるか

を学習者自ᡵがੰ૱ȺきるɛうǾ教科書にɂળりᣌりを

ᚐうൡ会がᜫけらɟているǿこɟɂǾ学習者が学習の自

᜻ΙをすることȺǾ学習៪͖を持つことがȺきるɛうࢄ

になるたɔȺあるǿ

͏上の 4 点からǾ米崎らɂǾフィンランドのқ等教育

段階の英語教育ȺɂǾ᜘語知識ɗ᜘語能力の習得にӏえ

てǾ教科書をႊいたૌഈと家࣍学習を通して学習の̈́方

ɗ学習する習ৼをᡵにつけȨȮǾ学習のળりᣌりをᚐȶ

て学習៪͖を持たȮることȺǾ自ऺ学習の育成がᚐɢɟ

ているとᇉしたǿ

2. 峯島・茅野（2013）の研究について
ᔚ野（2013）ɂǾÃÔ（Ãòéôéãáì Ôèéîëéîç）の・ࡀ࠽

養成とͩ長に着目しǾ日本とᬤ国とフィンランドの高校

段階ȺΈႊȨɟる英語教科書の比較をᚐȶたǿࡀ࠽らɂ

ÃÔ についてǾ「対象の۹面性ɗᛓ᫆Ȩを考ਁしてǾȰ

の᜻Ιɗขްにᛓୣのᜓの可能性を認ɔつつǾȰの中か

らȰの஽点Ⱥఊもܵछ性の高いᜓをᤣび՘るたɔにᚐɢ

ɟる९考ศおɛびȰの態度」とްᏲするǿ

らの研究目的ɂǾ日本とᬤ国とフィンランドの高ࡀ࠽

校段階ȺΈႊȨɟる英語教科書のᜫץを比較分析するこ

とȺǾÃÔ のͩ長につながる指導上のᇉדを得ることȺ

あるǿ

यらの研究ȺɂǾ教科書内の「発ץ」と「ᝥᭉ」を

合ɢȮて「ᜫץ」としǾ3 ʿ国の高校段階ȺΈႊȨɟる

英語教科書の「ḧ読Ұのᜫץ（å®ç® 学習者のᒾ֞׹ᠭの

たɔのץい）ǾḨ読中のᜫץ（å®ç® Ðáòô¯Såãôéïî қɔ・

ऻのץい）Ǿḩ教科書のʨージン記ᢐの小ץ（å®ç® 「éô

ɂͷを指していɑすか」）ǾḪ読ऻのᜫץ（å®ç® ቛ末の

Ãïíðòåèåîóéïî Ñõåóôéïî ɗᝥᭉ）」を分析対象として

いるǿ分析と比較のፀ果Ǿ日本の高校段階ȺΈႊȨɟる
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教科書に記ᢐȨɟているǾÃÔのͩ長につながる「ᜫץ」

Ⱥある ÃÔÑ（Ãòéôéãáì Ôèéîëéîç Ñõåóôéïî）ɂǾᬤ国の

ጙ 1¯2Ǿフィンランドのጙ 1¯3 ȺありǾҾ合が഍ɔてͲ

いことがᇉȨɟたǿこのことからǾ日本の高校段階ȺΈ

ႊȨɟる教科書ɂǾᬤ国とフィンランドの高校段階ȺΈ

ႊȨɟる教科書ɛりも ÃÔ が᥾視Ȩɟていないことが明

らかとなȶたǿ

ȨらにǾयらの研究ȺɂǾÃÔ のͩ長につながる特ौ

をǾフィンランドの高校段階ȺΈႊȨɟる教科書を中॑

に 4点મȥているǿ1つ目ɂǾ「෰ɔらɟるȊ意᛻ᴨಏચȋ

の表ҋ」Ⱥあるǿフィンランドの高校段階ȺΈႊȨɟ

る英語教科書にɂ「ÔÁÌËINÇ ÁÂÏÕÔ ÔÈÅ NÅØÔ」

というʅクションがありǾ“×èáô äï ùïõ ôèéîë¬ áîä 

÷èù¿”と᭄᎞にץɢɟるという特ौがあるǿこの“×èáô 

äï ùïõ ôèéîë¬ áîä ÷èù¿”のץいに対する応ኌȺある「意

᛻ « ಏચ」の表ҋがǾ「ÃÔ の認知的おɛび情意的ϫ面

にとȶて᥾要Ⱥある」というǿ2つ目ɂǾ「ʤア ¯グルー

プȺの᭄᎞なインタラクション」Ⱥあるǿフィンランド

の高校段階ȺΈႊȨɟる英語教科書ȺɂǾʤアɗグルー

プȺ᭄᎞なインタラクションを΢す指ᇉが記ᢐȨɟてお

りǾȰの活動にɛȶて学習者ɂ「自ࢄの໰ུとした෥持

ȴを明ᆬな考えとしてɑとɔ」Ǿͅ 者の意᛻などから「自

の考えのѓւ֞ɗ຅化Ǿあるいɂ高ඒɋのඨ૯の可能ࢄ

性が開かɟる」というǿ3つ目ɂǾ「ᭉయ・活動の真正性」

Ⱥあるǿフィンランドの高校段階ȺΈႊȨɟる英語教科

書が੥ȶているᭉయɂ真正性がありǾ「۾人が読ɦȺも

Ԛ分知的Ⱥ考えȨȮる内߁が۹い」という特ौがあるǿ

このことにɛりǾÃÔのͩ長において᥾要な要ጨȺあるǾ

真正性の高いᜫץɗ活動が教科書に記ᢐȨɟるというǿ

4つ目ɂǾ「ᕻ者性（áõôèïòóèéð）の意識」Ⱥあるǿフィ

ンランドの高校段階ȺΈႊȨɟる英語教科書ȺɂǾ教科

書編者が書いたʐキスト͏外ɂՁъがȰのɑɑΈɢɟて

おりǾʐキストのఊқかఊऻにՁъのᕻ者ጳ介が記ᢐȨ

ɟているǿ「学習者がʐキスト理ᜓにおいてǾȰɟがᝤ

の主張なのかの意識をࢠに持つことɂǾÃÔ のȊ情報ໃ

の分析ȋとしても ãòéôéãáì òåáäåò にɂ॒要な९考」だと

いう考えからȺあるとᣖべるǿ

3. 渡部（2009）の研究について
ຝ部（2009）ɂǾフィンランドのқ等教育段階ȺΈႊ

Ȩɟる英語教科書の分析をᚐいǾႱ文化理ᜓɋのアプ

ローʋの特ौを明らかにしǾ日本の小学校外国語活動に

՘りоɟるべき要ጨをᇉדしたǿ

分析の目的ɂǾ「フィンランドټのႱ文化理ᜓɋのア

プローʋを૬ᇉしǾ日本の小学校外国語活動が目指すȊ外

国語を通ȫてǾ᜘語ɗ文化について体験的に理ᜓを຅ɔ

るȋたɔのアプロ―ʋ」を૬ᇉすることȺあるǿ

分析ɂǾフィンランドの学習指導要ᬻとқ等教育段階

ȺΈႊȨɟる教科書Ǿ教科書ҋ版会社 ×SÏÙ Ⱥのᐨき

՘り調査のፀ果を合ɢȮてᚐɢɟたǿ

ɑȭǾフィンランドの学習指導要ᬻの分析ፀ果につい

てȺあるǿ「文化」にา目するとǾフィンランドの基礎

学校 1，2 ඒȺɂ「Ⴑ文化ɋの基礎的な導о」Ǿ3ࢳ ඒࢳ

からɂ「文化的な੫能」という学習目ൈのᬻ域がᜫްȨ

ɟているǿこのɛうにǾフィンランドȺɂ「文化」が外

国語ɽミʯʕケーションに॒要な「੫能」の一つとして

સえらɟているというǿ

ඒにǾフィンランドのқ等教育段階ȺΈႊȨɟる英語

教科書についてȺあるǿ「どのɛうなȊ国・地域ȋのど

のɛうなᭉయǾ内߁を記ᣖしているのか」についてǾ「Ⴑ

文化理ᜓ」の視点Ⱥ教科書分析をᚐȶたǿȰのፀ果Ǿ基

礎学校 ඒȺɂ外国についてのᭉయɂɎとɦど੥ɢɟࢳ3

ておらȭǾ4 ඒȺɂ「イギリスの小学生との̬ํをჀࢳ

ͬ体験しながらǾロンドンを中॑に英語ٚ文化について

学ぶという知的理ᜓが΢Ȩɟている」ことをᇉしたǿ5

ඒȺɂイギリスの小学生との̬ํɗ学校生活をჀͬ体ࢳ

験しǾイギリスだけȺなく連合သ国にɑȺ対象をࢿȥǾ

「英語がᑔ២ȶている文化」について「知的・共感的に

学ぶたɔのᭉయ」が੥ɢɟておりǾ¶ ඒȺɂインターࢳ

ʗットを通して世界中の子どもと英語Ⱥɽミʯʕケー

ションをとるᭉయを中॑としǾ「グローʚル・リʐラシー

を高ɔるɛうな文化的ᭉయ」が੥ɢɟていることが明ら

かにȨɟたǿȨらにǾフィンランドのқ等教育段階ȺΈ

ႊȨɟる教科書においてǾ「ᚐ̜」についてɂɎとɦど

੥ɢɟていないということǾフィンランドの文化をᭉయ

にしたᝥがߵないということǾ外国の生活ɗ習ৼǾᚐ̜

との比較が明ᇉ的にɂ੥ɢɟていないということなどの

特ौもમȥらɟたǿ

͏上のことからǾຝ部ɂǾ日本の小学校外国語活動の

学習指導要ᬻにあるɛうなǾ「自国文化を中॑にᏚいて

Ȋ外国とのᤏいを学ぶȋ」というႱ文化理ᜓ教育ɂǾフィ

ンランドのқ等教育段階ȺΈႊȨɟる英語教科書におい

てɂ中॑にᏚかɟていないとᣖべるǿȰの上ȺǾ「Ⴑ文

化に等ᠾᫌをᏚく」ことɗ「自国の۹റ性」にา目ȨȮ

るフィンランドの基礎学校Ⱥ૬ΖȨɟている英語教育の

アプローʋに関してǾ「日本の外国語活動に՘りоɟる

॒要がある」とᇉדしているǿ

Ⅳ . 分析の観点と方法
ここȺɂǾ本研究の分析のᜊ点と方ศをᣖべるǿ

1. 分析の観点
ҰቛȺɂǾ日本とフィンランドの英語教育ȺΈႊȨɟ

る教科書を比較したаᚐ研究 3 本をમȥたǿ米崎・͜ూ

ɂǾ自ऺ学習の視点からǾ日本の中学校段階とフィンラ

ンドのқ等教育段階ȺΈႊȨɟる英語教科書の比較をし

たǿࡀ࠽・ᔚ野ɂǾᜫץにおける ÃÔ の視点からǾ日本

とᬤ国とフィンランドの高校段階ȺΈႊȨɟる英語教科

書のᜫץを比較したǿຝ部ɂǾႱ文化理ᜓの視点からǾ
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フィンランドのқ等教育段階ȺΈႊȨɟる英語教科書の

分析をしたǿ

このɛうにǾ日本の中学校段階とフィンランドқ等教

育段階Ǿ日本とフィンランドの高校段階の教科書にཱི点

をछてて比較したаᚐ研究とフィンランドのқ等教育段

階の英語教科書を分析したаᚐ研究がސ在していること

がᆬ認ȨɟるǿしかしǾ日本とフィンランドの英語学習

開始段階ȺΈႊȨɟている教科書の比較研究ɂȨɟてい

ないǿこの点に着目しǾ本研究ȺɂǾ日本の英語学習開

始段階Ⱥある小学校 生とࢳ5 生の外国語活動ȺΈႊࢳ¶

Ȩɟる副読本とǾフィンランドの英語学習開始段階Ⱥあ

るқ等教育ቼ 3学ࢳとቼ 4学ࢳȺΈႊȨɟる教科書の比

較研究をᚐうǿ

比較のᜊ点ɂаᚐ研究からǾ͏˩の 3点とするǿ

1 つ目のᜊ点ɂǾ英語学習開始段階における日本の外

国語活動副読本とフィンランドのқ等教育英語教科書に

記ᢐȨɟている英文ୣと文ศ̜ᬱの比較Ⱥあるǿ米崎・

͜ూの研究ȺᇉȨɟたǾ自ऺ学習を΢᣹する要ጨとして

フィンランドのқ等教育段階ȺΈႊȨɟる英語教科書に

ɂ۾ᦀの語ञと英文が記ᢐȨɟていることǾフィンラン

ドのқ等教育段階における英語教育において日本の中学

校段階Ⱥ学ぶ文ศ̜ᬱとպ等の内߁が教えらɟているこ

とに着目するǿ

2 つ目のᜊ点ɂǾ英語教育開始段階における日本の外

国語活動副読本とフィンランドのқ等教育英語教科書に

おけるǾÃÔ のͩ長につながる 4 つの質的特ौの比較Ⱥ

あるǿࡀ࠽・ᔚ野がǾ日本とᬤ国とフィンランドの高等

学校段階の英語教科書の ÃÔ のͩ長につながる質的特ौ

についてમȥた 4点Ǿ「෰ɔらɟるȊ意᛻ᴨಏચȋの表ҋ」Ǿ

「ʤア¯グループȺの᭄᎞なインタラクション」Ǿ「ᭉయ・

活動の真正性」Ǿ「ᕻ者性（áõôèïòóèéð）の意識」に着目するǿ

3 つ目のᜊ点ɂǾ英語学習開始段階における日本の外

国語活動副読本とフィンランドのқ等教育英語教科書の

յᝥに記ᢐȨɟている文化とᭉయの特ौの比較Ⱥあるǿ

ຝ部がǾフィンランドのқ等教育段階ȺのႱ文化理ᜓに

対するアプローʋを分析する᪨Ǿフィンランドのқ等教

育段階ȺΈႊȨɟる英語教科書のյᝥにおいて記ᢐȨɟ

ている文化とᭉయについてɑとɔǾ分析の資୳としてい

るという点に着目するǿ

2. 分析方法
比較対象とする日本の小学校外国語活動副読本ɂǾ文

部科学ᅁの「Èé¬ æòéåîäó¡ 1」と「Èé¬ æòéåîäó¡ 2」（͏

˩Ǿ日本の副読本）ȺありǾフィンランドのқ等教育英

語教科書ɂǾÏôáöá 社の「Áìì Sôáòó 3 Òåáäåò」と「Áìì 

Sôáòó 4 Òåáäåò」（͏˩Ǿフィンランドの教科書）Ⱥあるǿ

日本の副読本とフィンランドの教科書における比較

ɂǾ͏˩の 3つの方ศをႊいてᚐうǿ

1 つ目ɂǾ日本の副読本とフィンランド教科書に記ᢐ

Ȩɟている英文のୣと文ศ̜ᬱを比較するǿ

2つ目ɂǾÃÔのͩ長につながる質的特ौについて「෰

ɔらɟるȊ意᛻ᴨಏચȋの表ҋ」Ǿ「ʤア ¯ グループȺ

の᭄᎞なインタラクション」Ǿ「ᭉయ・活動の真正性」Ǿ「ᕻ

者性（áõôèïòóèéð）の意識」の 4 点についてǾյᬱ目

に関する΍をમȥて比較するǿ

3 つ目ɂǾ日本の副読本とフィンランドの教科書に記

ᢐȨɟている場੔ɗ場面Ǿᄊ場する国Ǿᭉయを表にɑと

ɔǾ文化とᭉయを比較するǿ

Ⅴ . 比較結果 
1. 英文数と文法事項の比較
ここȺɂ 1つ目のᜊ点ȺあるǾ日本の副読本とフィン

ランドの教科書に記ᢐȨɟている英文ୣと文ศ̜ᬱの比

較ፀ果をᇉすǿ

（1）英文数の比較
日本の副読本とフィンランドの教科書の英文ୣを比較

するǿ

͏˩のَ 1ɂ日本の副読本における学習開始段階のቼ

1 ᝥにあたりǾَ 2 ɂフィンランドの教科書における学

習開始段階のቼ 1 ᝥにあたるが，ともに学校教育Ⱥ英語

学習に関ɢるఊқのᝥȺあるǿ

図 1　 Hi, friends! 1, pp.6-7（日本の副読本）

図 2　 All Stars 3 Reader, pp.12-13（フィンランドの
教科書）
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َ 1とَ 2 における英文を੺きҋしたものがǾ͏˩の

表 1と表 2Ⱥあるǿタイトルɗᑔ௑にある英単語「Ìåô§ó 

Ìéóôåî」などの活動の指ᇉɂֆɔないものとして英文を

੺きҋしたǿ

表 1　 Hi, friends! 1, p.6（日本の副読本）

Èåììï¡

表 2　All Stars 3 Reader, pp.12-13（フィンランドの教
科書）

ÐÅNNÙº Èé¡ I§í Ðåîîù® ×èáô§ó ùïõò îáíå¿

ÍÁÔÔº Èåììï¡ Íù îáíå éó Íáôô®

ÁÍÙº Èé¡ I§í Ãïìéî®

ÃÏÌINº Èé¡ I§í Ãïìéî®

ÁÍÙ§S ÍÕNº Çïïä íïòîéîç¬ âïùó® Néãå ôï íååô ùïõ®

ÃÏÌINº Çïïä íïòîéîç®

ÈÏÌÌÙº Âùå®

ÈÏÌÌÙ§S ÍÕÍº Âùå­âùå¬ Èïììù®

SISÔÅÒº Ïõãè® Sïòòù®

ÂÒÏÔÈÅÒº Iô§ó ÏË®

Èåììï¡ Èï÷ áòå ùïõ¿

Èé¡ I§í æéîå¬ ôèáîë ùïõ®

表 1 からǾ日本の副読本のቼ 1ᝥȺɂ英文が 1 文のみ

Ⱥあるのに対しǾ表 2からǾフィンランドの教科書のቼ

1 ᝥȺɂ英文が 21 文Ⱥあることがɢかるǿここだけを

比較するとǾ英語学習開始段階Ⱥఊқに੥うᝥにおいてǾ

日本の副読本ɛりもフィンランドの教科書に記ᢐȨɟて

いる英文ୣが۹いということがɢかるǿ

͏˩の表 3ȺɂǾ日本の副読本とフィンランドの教科

書のすべてのᝥに記ᢐȨɟている英文ୣの፱ୣをᇉすǿ

表 3　日本の副読本とフィンランドの教科書の英文数

国・学ࢳ 日・5 日・¶ フ・3 フ・4

пᝥୣ 9 8 20 20

英文ୣ 22 58 454 524

合᜛ 80 978

表 3 から比較したፀ果を 2点મȥるǿ

１点目ɂǾ日本の副読本とフィンランドの教科書に記

ᢐȨɟている英文ୣのࢥ۾なᤏいがમȥらɟるǿ日本と

フィンランドの英語学習開始 目の副読本と教科書のࢳ1

英文ୣを比較するとǾ日本の副読本ɂ 22 文Ⱥフィンラ

ンドの教科書ɂ 454 文とǾጙ 21 ςのᤏいがあるǿ英語

学習開始 2 目Ⱥ比較するとǾ日本の副読本ɂࢳ 58 文Ⱥ

フィンランドの教科書ɂ 524 文とǾጙ 9 ςのᤏいがあ

るǿɑたǾ英語学習開始段階 分の合᜛英文ୣを比較ࢳ2

するとǾ日本の副読本ɂ 80 文Ⱥフィンランドの教科書

ɂ 978 文とǾጙ 12 ςのᤏいがあることがɢかるǿ

2 点目ɂǾ日本の副読本とフィンランドの教科書にお

ける 1ᝥあたりの英文ୣのࢃȺあるǿ英語学習開始 ࢳ1

目ȺɂǾ日本の副読本ɂ 1ᝥあたり٫ࢲ 2文Ⱥフィンラ

ンドの教科書ɂ٫ࢲ 23 文Ⱥあるǿ英語学習開始 2 目ࢳ

ȺɂǾ日本の副読本ɂ 1 ᝥछたり٫ࢲ 7文Ⱥフィンラン

ドの教科書ɂ٫ࢲ 2¶ 文ȺあるǿɑたǾ英語学習開始段

階の 分ȺɂǾ日本の副読本ɂࢳ2 1 ᝥあたり٫ࢲ 5 文Ⱥ

フィンランドの教科書ɂ٫ࢲ 25 文Ⱥあることがɢかるǿ

こɟらのことからǾ日本の副読本とフィンランドの教

科書に記ᢐȨɟている英文ୣを比較するとǾ日本の副読

本ɛりもフィンランドの教科書ȺɂǾ഍ɔて۹くの英文

が記ᢐȨɟていることがᆬ認Ⱥきるǿこのことɂ英語学

習開始段階Ⱥఊқに学習するቼ 1ᝥから᭎ᕻȺあること

がɢかȶたǿ

（2）文法事項の比較
日本の副読本とフィンランドの教科書に記ᢐȨɟてい

る文ศ̜ᬱを比較するǿ

͏˩の表 4 ɂǾ文と文のഫ成Ǿ代名᜽Ǿ動᜽の஽ҤǾ

ढ߁᜽及び副᜽の比較の۰化Ǿ動名᜽Ǿৼႊ表現といȶ

た日本の中学校Ⱥ教えらɟる文ศ̜ᬱȺありǾ米崎らの

論文をՎྃしǾ表にしたものȺあるǿ

表 4　文法事項のフォーマット（米崎・伊東 p.40 より
作成）

文 á© 単文及びᛓ文

â© ᑌް及びքްのࢲ՚文

・âå 動᜽現在・ᤈՍ

・一ᓐ動᜽・現在・ᤈՍ・現在᣹ᚐढ

・Ӓ動᜽ ãáî

・Ôèåòå éó¨áòå©þ

ã© ᑌް及びքްの֤͎文

ä© Ⴠץ文

・単語Ⴠץ文

・âå 動᜽（ᤈՍढをֆɓ）

・Ӓ動᜽Äï¬ Äïåó¬ Äéä¬ ÃáîჀץ文èï÷¬ ÷èáô¬ 

÷èåòå¬ ÷èïȺɂȫɑるもの

文ഫ成 á© 主語ᴨ動᜽

â© 主語ᴨ動᜽ᴨ副᜽բ

ã© 主語ᴨ動᜽ᴨᛃ語

・âå 動᜽ᴨ名᜽・ढ߁᜽

・âå 動᜽͏外の動᜽ᴨढ߁᜽

ä© 主語ᴨ動᜽ᴨᛃ語（名᜽・代名᜽・動名᜽・

ôèáô Ⱥɂȫɑるኮ・÷èåòå ኮ・÷èù ኮ）

å© Ȱのͅ

・ôèåòå éó¨áòå©þ

代名᜽ á© 人ለ

・1 人ለ単ୣ・ᛓୣ

・2 人ለ単ୣ・ᛓୣ

・3 人ለ単ୣ・ᛓୣ

â© 指ᇉ

・ôèéó

ã© Ⴠץ

・×èáô§ó ôèáô¿

動᜽の஽Ҥ á© 現在ढ（ఝ఼をֆɓ）

â© ᤈՍढ

ã© 現在᣹ᚐढ

ढ߁᜽及び

副᜽の比較

の۰化

動名᜽

ৼႊ表現 ðìåáóå®¯ Ùåó¬ ðìåáóå®¯ Ùïõ ôïï®¯ Ãáî I èáöå ­¿¯  
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Æéîå¬  ôèáîëó®¯ Èáöå  ùïõ  çïô  ­¿¯Èåììï®¯

Èé®¯ Èï÷ áâïõô  ­¿¯ Néãå ôï íååô ùïõ®¯ Nï¬ 

ôèáîëó®¯Såå  ùïõ  ìáôåò®¯  Sõòå®¯ Áîùôèéîç 

åìóå¿¯ Ôèåòå ùïõ çï®¯ ×èáô§ó  ôèå íáôôåò¿¯ 

Sïíåôèéîç âåçéîîéîç ÷éôè ­®¯

͏˩ȺɂǾ表 4を基にǾ日本の副読本に記ᢐȨɟてい

る文ศ̜ᬱを表 5Ǿフィンランドの教科書に記ᢐȨɟて

いる文ศ̜ᬱを表 ¶に表すǿȰの᪨Ǿյᬱ目にछてɂɑ

るものがある場合ɂщ体΍をમȥǾあてɂɑるものがな

い場合ɂ「なし」と記すǿȰのऻǾ表 5と ¶の˩፷部か

らǾ日本の副読本とフィンランドの教科書に記ᢐȨɟて

いる文ศ̜ᬱの比較をᚐうǿ

表 5　文法事項（日本の副読本）

文 á© 単文及びᛓ文

単文（΍）I§í èáððù® ¨È1 ð®8©
ᛓ文　なし

â© ᑌް及びքްのࢲ՚文

・âå 動᜽現在・ᤈՍ

現在（΍）I§í èáððù ®¨È1 ð®8©　
քް　なし
ᤈՍ　なし

・一ᓐ動᜽・現在・ᤈՍ・現在᣹ᚐढ

現在（΍）I ìéëå áððìåó®  ¨È1 ð®14© I äïî§ô 
ëîï÷® ¨È1 ð®9©

ᤈՍ・現在᣹ᚐढ　なし
・Ӓ動᜽ ãáî

（΍）I ãáî ó÷éí® ¨È2 ð®10©
քް　なし

・Ôèåòå éó¨áòå©þ

なし
ã© ᑌް及びքްの֤͎文

ᑌް（΍）Ãïíå èåòå®¨È1 ð®9©
քް　なし

ä© Ⴠץ文

・単語Ⴠץ文

なし
・âå 動᜽（ᤈՍढをֆɓ）

現在（΍）×èáô§ó ôèéó¿ ¨È1 ð®2¶©
ᤈՍढ　なし

・Ӓ動᜽Äï¬ Äïåó¬ Äéä¬ ÃáîჀץ文èï÷¬ ÷èáô¬ 

÷èåòå¬ ÷èï Ⱥɂȫɑるもの

（΍）Èï÷ íáîù¿ ̈ È1 ð®10© Äï ùïõ ìéëå áððìåó¿ 
¨È1 ð®17©など

Äïåó¬ Äéä　なし

文ഫ成 á© 主語ᴨ動᜽

なし
â© 主語ᴨ動᜽ᴨ副᜽բ

なし
ã© 主語ᴨ動᜽ᴨᛃ語

・âå 動᜽ᴨ名᜽・ढ߁᜽

（΍）I§í èáððù®¨È1 ð®8©
・âå 動᜽͏外の動᜽ᴨढ߁᜽

なし
ä© 主語ᴨ動᜽ᴨᛃ語（名᜽・代名᜽・動名᜽・

ôèáô Ⱥɂȫɑるኮ・÷èåòå ኮ・÷èù ኮ）

なし
å© Ȱのͅ

・ôèåòå éó¨áòå©þ

なし

代名᜽ á© 人ለ

・1人ለ単ୣ・ᛓୣ

（΍）I§í èáððù®̈ È1 ð®9© ×å áòå çïïä æòéåîäó®̈ È2 
ð®2¶©
・2 人ለ単ୣ・ᛓୣ

（΍）Èåììï¬ èï÷ áòå ùïõ¿¨È1 ð®8©
・3 人ለ単ୣ・ᛓୣ

なし
â© 指ᇉ

・ôèéó

（΍）Ôèéó éó ÍÅ¡¨È2 ð®13©
ã© Ⴠץ

・×èáô§ó ôèáô¿

（΍）×èáô§ó ôèéó¿¨È1 ð®2¶©

動᜽の஽Ҥ á© 現在ढ（ఝ఼をֆɓ）

（΍）I§í èáððù®¨È1 ð®8©
ఝ఼　なし

â© ᤈՍढ

なし
ã© 現在᣹ᚐढ

なし

ढ߁᜽及び

副᜽の比較

の۰化

なし

動名᜽ なし

ৼႊ表現 （΍）Èåììï¬ èï÷ áòå ùïõ¿¨È1 ð®8© Çïïä ìõãë¡ ̈ È1 
ð®9©

Såå ùïõ® ¨È2 ð®28© Èåòå ùïõ áòå® ¨È2 ð®31©
など

表 5 ɂǾ日本の副読本をՎྃしǾ表 4のフɳーʨット

にछてɂɔてǾ文ศ̜ᬱを表にしたものȺあるǿ表 5か

ら日本の副読本に記ᢐȨɟている文ศ̜ᬱの特ौを 3つ

મȥるǿ1 つ目ɂǾ஽Ҥがすべて現在ढȺあるという点

Ⱥあるǿ2 つ目ɂǾ一人ለの IǾ̝人ለの ùïõ の 2 ሗ᭒

しか人ለに関する名᜽がないという点Ⱥあるǿ3つ目ɂǾ

会ᝈȺႊいることがȺきるዊ単なৼႊ表現が記ᢐȨɟて

いるという点Ⱥあるǿ

表 6　文法事項（フィンランドの教科書）

文 á© 単文及びᛓ文

単文（΍）I§í Ðåîîù®¨Á3 ð®12©
ᛓ文（΍） I ôèéîë óèå ìéëåó ãïììåãôéîç ôèéîçó® 

¨Á4 ð®12©
â© ᑌް及びքްのࢲ՚文

・âå 動᜽現在・ᤈՍ

ᑌް（΍）I§í Ðåîîù®¨á3 ð®12©
քް（΍） Nï¬ I§í îïô®¨Á4 ð®42©
ᤈՍ　なし

・一ᓐ動᜽・現在・ᤈՍ・現在᣹ᚐढ

現在（΍）I ìéëå òåä áîä ùåììï÷ áîä çòååî 
…¨Á3 ð®14©

ᤈՍ　なし
現在᣹ᚐढ（΍）I§í ãìåáîéîç íù òïïí® ¨Á4 

ð®40©
・Ӓ動᜽ ãáî

（΍）Áîä I ãáî êõíð®¨Á3 ð®30©
・Ôèåòå éó¨áòå©þ

（΍）Ôèåòå§ó Âéç Âåî®（Á4 ð®54）
ã© ᑌް及びքްの֤͎文

ᑌް（΍）Ôïõãè ùïõò îïóå®¨Á3 ð®32©
քް　なし

ä© Ⴠץ文

・単語Ⴠץ文
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（΍）Ãáëå¿ ¨Á3 ð®22©
・âå 動᜽（ᤈՍढをֆɓ）

現在ढ（΍）Áòå ùïõ á óðéäåò¿¨Á3 ð®43©
ᤈՍढ　なし

・Ӓ動᜽Äï¬ Äïåó¬ Äéä¬ ÃáîჀץ文èï÷¬ ÷èáô¬ 

÷èåòå¬ ÷èïȺɂȫɑるもの

（΍）Äï ùïõ ìéëå âìõå¿¨Á3 ð®14© Äïåó óèå 
ìéëå äáîãéîç¿ ¨Á4 ð®12© ×èåòå éó íù Ô­óèéòô¿ 
¨Á3 ð®¶4© ×èáô ÷ïõìä ùïõ ìéëå¿ ¨Á4 ð® 55© など

文ഫ成 á© 主語ᴨ動᜽

（΍）I ìéëå …¨Á3 ð®33©
â© 主語ᴨ動᜽ᴨ副᜽բ

なし
ã© 主語ᴨ動᜽ᴨᛃ語

・âå 動᜽ᴨ名᜽・ढ߁᜽

（΍）I§í Ðåîîù®¨Á3 ð®12©
・âå 動᜽͏外の動᜽ᴨढ߁᜽

（΍）I ìïöå âòï÷î®¨Á3 ð®15©
ä© 主語ᴨ動᜽ᴨᛃ語（名᜽・代名᜽・動名᜽・

ôèáô Ⱥɂȫɑるኮ・÷èåòå ኮ・÷èù ኮ）

なし

å© Ȱのͅ

・ôèåòå éó¨áòå©þ

（΍）Ôèåòå§ó Âéç Âåî®（Á4 ð®54）

代名᜽ á© 人ለ

・1人ለ単ୣ・ᛓୣ

（΍）I§í Ðåîîù®̈ Á3 ð®12© ×å§òå éî ôèå æïòåóô®̈ Á3 
ð®44©
・2 人ለ単ୣ・ᛓୣ

（΍）Néãå ôï íååô ùïõ®¨Á3 ð®12©
・3 人ለ単ୣ・ᛓୣ

（΍）Áòå ôèåù âåèéîä ôèå ðéçó¿¨Á3 ð®54© I 
ôèéîë óèå ìéëåó ãïììåãôéîç ôèéîçó® ¨Á4 ð®12©
â© 指ᇉ

・ôèéó

（΍）×èáô§ó ôèáô¿¨Á3 ð®28©
ã© Ⴠץ

・×èáô§ó ôèáô¿

（΍）×èáô§ó ôèáô¿¨Á3 ð® 28©

動᜽の஽Ҥ á© 現在ढ（ఝ఼をֆɓ）

（΍）I§í Ðåîîù®¨Á3 ð®12©
â© ᤈՍढ

なし
ã© 現在᣹ᚐढ

（΍）×èáô áòå ùïõ ÷åáòéîç¿¨Á4 ð®38©

ढ߁᜽及び

副᜽の比較

の۰化

なし

動名᜽ （΍）I ôèéîë óèå ìéëåó ãïììåãôéîç ôèéîçó®¨Á4 
ð®12©

ৼႊ表現 （΍）Èåììï® Èé® Néãå ôï íååô ùïõ® ¨Á3 ðð® 
12­13© Ôéãëåôó¬ ðìåáóå®   Êõóô á íéîõôå¬ ðìåáóå®  
¨Á4 ð®50© など

 

表 ¶ ɂǾフィンランドの教科書をՎྃしǾ表 4のフɳー

ʨットにछてɂɔてǾ文ศ̜ᬱを表にしたものȺあるǿ

表 ¶からフィンランドの教科書に記ᢐȨɟている文ศ̜

ᬱの特ौを 3 つમȥるǿ1 つ目ɂǾ஽Ҥɂ現在ढだけȺ

なく現在᣹ᚐढも記ᢐȨɟているという点Ⱥあるǿ2 つ

目ɂǾ一人ለの IǾ̝人ለの ùïõ だけȺなくǾ˧人ለの

ôèåù も記ᢐȨɟているという点Ⱥあるǿ3 つ目ɂǾ会

ᝈだけȺなく実生活Ⱥ活ႊȺきるৼႊ表現が記ᢐȨɟて

いるという点Ⱥあるǿ

表 5 と表 ¶からમȥらɟる特ौから比較をᚐうǿ

表 5 と表 ¶ の˩፷部（　）を比較するとǾ日本の副読

本とフィンランドの教科書に記ᢐȨɟている文ศ̜ᬱに

おいてǾఝ఼ढɗᤈՍढの記ᢐがないことがɢかるǿɑ

たǾ日本の副読本にɂ現在ढのみが記ᢐȨɟているのに

対しǾフィンランドの教科書にɂ現在ढにӏえてǾ現在

᣹ᚐढの文ศ̜ᬱが記ᢐȨɟておりǾ日本の副読本ɛり

も஽Ҥが 1 つ۹く教えらɟていることがɢかるǿ

˩፷部（　）を比較するとǾ人ለにおいて日本の副読

本Ⱥɂ一人ለの I ɗ̝人ለの ùïõ のみが記ᢐȨɟてい

るのに対しǾフィンランドの教科書Ⱥɂ˧人ለの ôèåù

が記ᢐȨɟていることがᆬ認ȨɟるǿこのことからǾ日

本の副読本ɂ自分とᄾਖ਼のことについてǾフィンランド

の教科書Ⱥɂ自分ɗᄾਖ਼͏外の人ɗ物についての文ศ̜

ᬱɗ表現が教えらɟていることがɢかるǿ

˩፷部（　）を比較するとǾ日本の副読本においてɂ

「Èåììï¬ èï÷ áòå ùïõ¿」ɗ「Çïïä ìõãë¡」などの会ᝈȺ

ΈႊȺきるዊ単なৼႊ表現が記ᢐȨɟているのに対しǾ

フィンランドの教科書においてɂ「Ôéãëåô¬ ðìåáóå®」ɗ

「Êõóô á íéîõôå¬ ðìåáóå®」などの実生活Ⱥ活ႊȺきるৼ

ႊ表現が記ᢐȨɟていることがɢかるǿ日本の副読本と

フィンランドの教科書の˵方にǾ英語学習開始段階にお

いて学ɦȺすȣに活ႊȺきるዊ単なৼႊ表現が記ᢐȨɟ

ているがǾフィンランドの教科書Ⱥɂɛり英語をႊいた

実生活ȺΈႊ可能なৼႊ表現が記ᢐȨɟているǿ

͏上のことからǾ日本の副読本ɛりもフィンランドの

教科書の方がǾ۹くの஽Ҥと人ለǾৼႊ表現が記ᢐȨɟ

ているということがɢかるǿ

2.CT（Critical Thinking）に関する諸項目の比較
ここȺɂ 2 つ目のᜊ点ȺあるǾÃÔ をͩ長する 4 つの

質的特ौȺある「෰ɔらɟるȊ意᛻ᴨಏચȋの表ҋ」Ǿ

「ʤア ¯グループȺの᭄᎞なインタラクション」Ǿ「ᭉయ・

活動の真正性」Ǿ「ᕻ者性（áõôèïòóèéð）の意識」に関

しての比較ፀ果をᇉすǿ

（1） 「求められる『意見＋根拠』の表出」の比較
「෰ɔらɟるȊ意᛻ᴨಏચȋの表ҋ」についȺあるǿ

ɑȭǾ日本の副読本とフィンランドの教科書においてǾ

フィンランドの高校段階ȺΈႊȨɟる英語教科書に記ᢐ

Ȩɟているɛうな「“×èáô äï ùïõ ôèéîë¬ áîä ÷èù¿”」

などの「意᛻ᴨಏચ」を෰ɔるץいɂ᛻छたらないǿし

かしǾ日本の副読本とフィンランドの教科書を比較する

ことȺǾȰɟȱɟのץいかけに対する応ኌの特ौがમȥ

らɟるǿ

日本の副読本ȺɂǾ΍えɃ「Èï÷ íáîù¿」というץ

いかけがありǾ「あなたとպȫୣのりɦȧを持ȶている

Փだȴの名Ұを書こう」というᝥᭉがあるǿここȺɂǾ

いかけに対してዊ単な英語Ⱥ応ኌするという会ᝈがᚐץ

ɢɟるǿこのɛうにǾ日本の副読本Ⱥɂ一ץ一ኌのढࣻ
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Ⱥの応ኌが۹く記ᢐȨɟているという特ौがમȥらɟるǿ

フィンランドの教科書においてɂǾ΍えɃ͏˩の表 7

を᛻るとǾ「ÈÏÌÌÙº ×èáô ãïìïõò äï ùïõ ìéëå¿」とい

うץいかけに対して「ÁÍÙºI ìïöå ðéîë® Íù ãïíðõôåò 

éó ðéîë® Áîä íù ôåääù âåáò éó ðéîë®」という応ኌがあ

るǿここȺɂǾץいかけに対して応ኌしǾȨらにᣜӏ情

報を2つӏえるという会ᝈがᚐɢɟているǿこのɛうにǾ

フィンランドの教科書ȺɂǾ「ኌえᴨᣜӏ情報」ɗ「ኌ

え « いかけ」のढࣻȺの応ኌが۹く記ᢐȨɟているץ

という特ौを᛻いҋすことがȺきるǿ

表 7　 All Stars 3 Reader, pp.14-15（フィンランドの
教科書）

2 Ãïïì ãïìïõòó

ÍÁÔÔº ×ï÷¬ á âìõå óëáôåâïáòä¡

ÃÏÌÏNº Äï ùïõ ìéëå âìõå¿

ÐÅNNÙº Ùåó¬ I äï¡ Áîä I ìéëå òåä áîä ùåììï÷ áîä çòååî …

ÃÐÌINº Ãïïì¡ Äï ùïõ ìéëå çòååî¿

ÁÍÙº Nï¬ I äïî§ô®

ÈÏÌÌÙº ×èáô ãïìïõò äï ùïõ ìéëå¿

ÁÍÙº I  ìïöå ðéîë® Íù ãïíðõôåò  éó ðéîë® Áîä íù ôåääù 

âåáò éó ðéîë®

ÐÅNNÙº I äïî§ô ìéëå ðéîë®

×èáô§ó ùïõò æáöïòéôå ãïìïõò¿

I ìïöå âòï÷î®

͏上のことからǾ「෰ɔらɟるȊ意᛻ «ಏચȋの表ҋ」

の比較をᚐȶたፀ果Ǿ日本の副読本とフィンランドの教

科書においてǾ英語学習開始段階Ⱥɂどȴらも「意᛻ «

ಏચ」を෰ɔるץいɂないがǾ日本の副読本ɂ一ץ一ኌ

のढࣻȺの応ኌǾフィンランドの教科書ɂ「ኌえ « ᣜ

ӏ情報」ɗ「ኌえ « いかけ」のढࣻȺの応ኌが۹くץ

記ᢐȨɟているという特ौが明らかとなȶたǿ

（2） 「ペア /グループでの頻繁なインタラクション」の
比較
「ʤア ¯ グループȺの᭄᎞なインタラクション」につ

いてȺあるǿここȺɂɑȭǾَ 3 において日本の副読本Ǿ

َ 4においてフィンランドの教科書に記ᢐȨɟているʤ

アɗグループȺの活動について΍をમȥるǿَ 3 とَ 4

ɂǾ日本とフィンランドの英語学習開始 目Ⱥ学習すࢳ2

るఊऻのᝥȺありǾ学習஽ఙを合ɢȮてᤣ੻したᝥȺあ

るǿඒにǾ日本の副読本とフィンランドの教科書におい

てǾʤアɗグループȺの活動をどのɛうにᚐうɛう記ᢐ

ȨɟているかについてǾп体の傾向をᇉすǿ

日本の副読本についてǾَ 3ȺɂǾʤアɗグループȺ

についてインタビʯーし合いǾÃÄۼ 等のᬩۦȺ 3 人の

΍をᐨいてǾ自分自ᡵɗʤアǾグループȺの学びɗ表現

をળりᣌることがȺきるɛうにഫ成Ȩɟているǿこのᝥ

ȺɂǾʤアɗグループȺのインタラクションをᚐいǾ学

習者自ᡵがΈႊした表現ɗ学ɦだことをળりᣌるൡ会が

保障ȨɟているǿこのɛうにǾ日本の副読本ȺɂǾʤア

ɗグループȺのインタラクションɂյᝥに記ᢐȨɟてお

りǾ学ɦだことのΈႊɗް着に活ႊȨɟているといえるǿ

図 3　 Hi, friends! 2 p.40（日本の副読本）

フィンランドの教科書についてǾَ 4ȺɂǾʤアɗグ

ループȺインタビʯーし合いǾᐨいたことをʫʬすると

いう活動が 2つあるǿȰのऻǾ口ᭀȺ正しく文にすると

いう活動がᜫけらɟているǿこのᝥȺɂǾʤアɗグルー

プȺのインタラクションにɛȶて学習を᣹ɔていきǾȰ

のऻ学習者自ᡵȺ学習の̈́上ȥをᚐうことがȺきるɛう

な学習のൡ会が保障ȨɟているǿこのɛうにǾフィンラ

ンドの教科書ȺɂǾʤアɗグループȺのインタラクショ

ンɂյᝥに記ᢐȨɟておりǾ学ɦだことのΈႊɗް着に

活ႊȨɟているといえるǿ

図 4　 All Stars 4 Activity Book, p.188( フィンランドの
教科書 )
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͏上のことからǾ「ʤアɗグループȺの᭄᎞なインタ

ラクション」の比較をᚐȶたፀ果Ǿ日本の副読本とフィ

ンランドの教科書においてǾどȴらもյᝥにʤアɗグ

ループȺのインタラクションのൡ会があることが明らか

となȶたǿɑたどȴらもǾʤアɗグループȺのインタラ

クションɂ学ɦだことのΈႊとް着に活ႊȨɟていると

いう特ौがમȥらɟるǿ

（3） 「題材・活動の真正性」の比較
「ᭉయ・活動の真正性」についてȺあるǿここȺɂ日

本の副読本とフィンランドの教科書に記ᢐȨɟているᭉ

యと活動における真正性を比較するǿ

日本の副読本についてɂǾ΍えɃ「×èåòå éó ôèå 

óôáôéïî¿」などのץいかけの表現をႊいてᤍಘ内をする

ᭉయが記ᢐȨɟているǿこのᭉయɂǾ外国にᚐȶて英語

ȺᤍをたȭɀたりǾ国内Ⱥ外国人に英語Ⱥᤍಘ内をした

りする᪨にΈえる表現と場面ᜫްがȨɟているたɔǾ真

正性のあるᭉయの記ᢐがᆬ認ȺきるǿɑたǾʤアɗグルー

プȺᤍಘ内をしてみるという活動をᚐうことȺ実᪨のᤍ

ಘ内をჀͬ体験ȺきǾ真正性があるといえるǿ

フィンランドの教科書についてǾ΍えɃᄊ場キʭラク

ターたȴがロンドンをஇする場面が૫かɟておりǾ実᪨

にސ在するஃᜫɗロンドンのᜊб地をᓋիとしてǾȰの

場੔のጳ介ɗ感৊をᣖべていることからǾ真正性がある

ᭉయɂ記ᢐがᆬ認ȺきるǿɑたǾ学習者がᭉయを読ɓ活

動をᚐうことȺǾイギリスȺ英語をΈȶてஇをするとい

うჀͬ体験がȺきǾ真正性があるといえるǿ

͏上のことからǾ日本の副読本とフィンランドの教科

書においてǾどȴらも真正性のあるᭉయと活動が記ᢐȨ

ɟているということが明らかとなȶたǿ

（4） 「著者性（authorship）の意識」の比較
「ᕻ者性（áõôèïòóèéð）の意識」についてȺあるǿ日

本の副読本とフィンランドの教科書においてǾʐキスト

のᕻ者ጳ介ɂ記ᢐȨɟていないǿこɟɂǾյᝥに記ᢐȨ

ɟているʐキストが日本の副読本とフィンランドの教科

書においてǾȰɟȱɟの作成者にɛȶて記ȨɟたものȺ

あるからȺɂないかと考えるǿ

3. 文化と題材の比較
ここȺɂ 3 つ目のᜊ点ȺあるǾ日本の副読本とフィン

ランドの教科書に記ᢐȨɟている文化とᭉయを比較す

るǿ͏˩Ǿ日本の副読本とフィンランドの教科書に記ᢐ

Ȩɟている主な場੔・場面とᄊ場する国Ǿᭉయを表にす

るǿ

表 8ȺɂǾ日本の副読本に記ᢐȨɟている主な文化と

ᭉయをમȥるǿ

表 8　文化と題材（日本の副読本）

場੔・場面 ᄊ場する国 ᭉయ

学校ǾᚔǾ

家など

日本ǾフィンランドǾ

ロシアǾ中国Ǿᬤ国Ǿ

アʫリɵǾフランスǾ

ケʕアǾインドǾɴー

ストラリアなど

઱ણǾୣǾ好きなものǾ

ඕしいものǾ஽間ҾǾ

ፈ᭥Ǿᚐ̜Ǿᤍಘ内Ǿ

఼߬のۼなど

表 8 ɛりǾ日本の副読本においてǾ主な場੔ɗ場面ᜫ

ްɂ学校ɗᚔǾ家ȺあることǾᄊ場する国ɂ 10 ʿ国を

ᠯえǾറȁな国の文化に᜔ɟることがȺきるということ

がɢかるǿᭉయɂ઱ણɗୣなどのዊ単な英語からǾ஽間

Ҿɗᤍಘ内などのᡵ近なものを՘り੥ȶているǿ

表 9 ȺɂǾ表 8 とպറにフィンランドの教科書に記ᢐ

Ȩɟている主な文化とᭉయをમȥるǿ

表 9　文化と題材（フィンランドの教科書）

場੔・場面 ᄊ場する国 ᭉయ

家Ǿ森Ǿクラブʙ

ウスǾʛーʐィ会

場など

イギリス ઱ણǾୣǾȺきることǾ得

意なことǾ自ࢄጳ介Ǿͅ者

ጳ介ǾイʣントǾ̾ͷをし

ているかなど

表 9 からǾフィンランドの教科書においてǾ主な場੔

ɗ場面ɂ家ɗ森ǾクラブʙウスǾʛーʐィ会場Ⱥあるこ

とǾᄊ場する国ɂイギリスのみȺありǾフィンランドか

らఊも近い英語ٚȺあるイギリスの文化にのみ᜔ɟてい

るということがɢかるǿᭉయɂ઱ણɗୣなどのዊ単な英

語からǾͅ者ጳ介ɗ̾ͷをしているかなどのͅ者とのɽ

ミʯʕケーションに関ɢる英語表現にも᜔ɟているǿ

表 8 と表 9ɛりǾ日本の副読本とフィンランドの教科

書に記ᢐȨɟているǾ場੔・場面とᄊ場する国Ǿᭉయの

Ȱɟȱɟを比較するǿ

日本の副読本ȺɂǾ主な場੔ɗ場面を日本の学校ɗᚔǾ

家ȺᜫްしておりǾᄊ場する国ɂ 10 ʿ国͏上Ⱥ۹くの

国の文化に᜔ɟることがȺきるのに対しǾフィンランド

の教科書ȺɂǾ主な場੔ɗ場面をイギリスの家ɗ森Ǿク

ラブʙウスǾʛーʐィ会場とᜫްしておりǾᄊ場する国

ɂフィンランドからఊも近い英語ٚのイギリスȺǾイギ

リスの文化にᪿ中的に᜔ɟることがȺきるというᤏいが

あるǿᭉయに関してǾ日本の副読本Ⱥɂዊ単な英語Ⱥの

会ᝈɗᡵ近なҋ఼̜を੥ȶているのに対してǾフィンラ

ンドの教科書Ⱥɂዊ単な英語Ⱥの会ᝈɗᡵ近なҋ఼̜だ

けȺなくǾͅ者とのɽミʯʕケーションに関するものを

੥ȶているというᤏいがあるǿ

Ⅵ . 考察
͏上Ǿ英文と文ศ̜ᬱǾÃÔ に関するចᬱ目Ǿ文化と

ᭉయの 3ᜊ点における日本の副読本とフィンランドの教

科書の比較から考察をᚐうǿ考察ɂ比較ፀ果から明らか

となȶた̜౤を共通したᬱ目とႱなるᬱ目の 2 つにԖ分
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してᣖべるǿ

ɑȭǾ共通したᬱ目を 2 点મȥるǿ1 点目ɂǾʤアɗ

グループȺのインタラクションについてȺあるǿ日本の

副読本とフィンランドの教科書においてǾどȴらもյᝥ

ȺʤアɗグループȺのインタラクションのൡ会が記ᢐȨ

ɟておりǾ学ɦだことのΈႊとް着に活ႊȨɟていると

いうことが明らかになȶたǿこのことからǾ日本の副読

本とフィンランドの教科書ȺɂǾ英語学習開始段階の学

習者ɂ英語に関する能力ɗ知識が᪅らɟるたɔǾ学習者

が単独Ⱥ読み書き通して英語を学習するのȺɂなくǾ学

習者պۢがʤアɗグループȺインタラクションを通して

英語を学習することが目指Ȩɟていると考えるǿ

2 点目ɂǾʐキストのᕻ者ጳ介についてȺあるǿࡀ࠽

らの研究からǾフィンランドの高等学校ȺΈႊȨɟる英

語教科書Ⱥɂᕻ者ጳ介がȨɟていることがᆬ認Ȩɟてい

るǿ本研究の比較ፀ果ȺɂǾ日本の副読本とフィンラン

ドの教科書においてᕻ者ጳ介がȨɟていないということ

が明らかとなȶたǿこのことについてǾյᝥのʐキスト

ɂ日本の副読本とフィンランドの教科書におけるǾȰɟ

ȱɟの作成者にɛȶて記ȨɟたものȺありǾͅの文စ等

からのऀႊなどɂないたɔȺあると考えるǿ

ඒにǾႱなるᬱ目を 4 点મȥるǿ1 点目ɂǾ日本の副

読本とフィンランドの教科書に՘り上ȥらɟている文

化とᭉయのᤏいについてȺあるǿ文化においてǾ日本

の副読本ȺɂアʫリɵɗフィンランドǾ中国Ǿᬤ国な

ど 10 ʿ国͏上がጳ介Ȩɟているのに対しǾフィンラン

ドの教科書ɂイギリスの 1か国だけȺあるǿɑたǾᭉయ

においてɂǾ日本の副読本Ⱥɂᡵ近なものを主に՘り上

ȥているのに対しǾフィンランドの教科書Ⱥɂɽミʯʕ

ケーションに関するものを主に՘り上ȥているというᤏ

いがあるǿこのことからǾ日本の副読本Ⱥɂ۹くの国の

۹റな文化に᜔ɟることとᡵ近な̜౤について英語Ⱥ᜘

えるɛうになることを学習開始段階Ⱥ目指しているのに

対しǾフィンランドの教科書Ⱥɂఊも近い英語ٚȺある

イギリスの文化に᜔ɟることとͅ者とɽミʯʕケーショ

ンをとるたɔの英語表現をᡵに͇けることを目指してい

るというᤏいがあると考えるǿ

2 点目ɂǾ英文ୣと文ศᬱ目のࢃȺあるǿ日本の副読

本に記ᢐȨɟている英文ୣと文ศᬱ目ɂフィンランドの

教科書と比較すると഍ɔてߵないということが明らかと

なȶたǿ米崎らɂǾ英文ɗ文ศを۾ᦀにインプットする

ことにɛりǾ᜘語知識ɗ᜘語能力を習得しǾȰɟらを新

しい状況Ⱥも応ႊȺきるɛうな力が自ऺ性の特性Ⱥある

とᣖべるǿこのことからǾ日本の副読本Ⱥɂ英語学習開

始段階において学習者が自ऺ的に英語を学習することを

目指すɛりもǾȺきるだけߵないᦀの英文と文ศ̜ᬱを

インプットすることȺǾ英語にৼɟᜆしみながら学習者

が基礎的な英語をᡵに͇けるということがТа的に目指

Ȩɟているということがɢかるǿフィンランドの教科書

Ⱥɂ英語学習開始段階から英文と文ศ̜ᬱɂ日本の副読

本ɛりも۹く記ᢐȨɟておりǾ۾ᦀにインプットするこ

とにɛりǾ英語学習開始段階から自ऺした学習者を育成

することが目指Ȩɟていると考えるǿ

3 点目ɂǾץいかけに対する応ኌのᤏいȺあるǿ日本

の副読本Ⱥɂ一ץ一ኌのढࣻȺ応ኌが記ᢐȨɟているの

に対しǾフィンランドの教科書Ⱥɂץいかけに対して「ኌ

えᴨᣜӏ情報」ɗ「ኌえ « いかけ」のढࣻȺ会ᝈがץ

記ᢐȨɟているǿこのことからǾ日本の副読本Ⱥɂ英語

学習開始段階においてǾɑȭɂ英語Ⱥץɢɟたことに対

してዊ単な英語Ⱥ応ኌするということが᥾視Ȩɟている

と考えるǿフィンランドの教科書ȺɂǾ英語学習開始段

階から۹റなՙけኌえを学ぶことȺɛり自ུな応ኌを学

習することが᥾視Ȩɟていると考えるǿ

4 点目ɂǾᭉయの真正性のᤏいȺあるǿ日本の副読本

とフィンランドの教科書に記ᢐȨɟているᭉయにɂ真正

性があるということが明らかとなȶたǿしかしǾץいか

けに対する応ኌという視点をӏえるとǾᭉయにおける会

ᝈの真正性がႱなると考えるǿ日本の副読本Ⱥɂ一ץ一

ኌのढࣻȺ会ᝈが記ᢐȨɟているのに対しǾフィンラン

ドの教科書Ⱥɂɛり自ུな応ኌが記ᢐȨɟておりǾ現実

֞を࢛びた会ᝈが記ᢐȨɟているǿこのことからǾ日本

の副読本とフィンランドの教科書の˵方においてᭉయに

真正性ɂあるがǾフィンランドの教科書おいてɂɛり自

ུȺ現実的な会ᝈが記ᢐȨɟているというᤏいがあると

考えるǿ

͏上のことからǾ日本の副読本Ⱥɂ英語学習開始段階

から学習者ɂറȁな文化に᜔ɟǾዊ単な英語Ⱥ一ץ一ኌ

のढࣻを中॑とした会ᝈをʤアɗグループȺの活動を通

して学習することがȺきるɛうになȶていると考えるǿ

Ȱɟに対しǾフィンランドの教科書Ⱥɂ英語学習開始段

階から学習者に۾ᦀの英文ɗ文ศのインプットが˫えら

ɟǾఊも近い英語ٚȺあるイギリスの文化にᪿ中的に᜔

ɟǾ現実的ȺᎢがりのある会ᝈをʤアɗグループȺの活

動を通して学習することがȺきるɛうになȶていると考

えるǿ

Ⅶ . おわりに
͏上の教科書比較のፀ果と考察からǾ日本の英語学習

開始段階Ⱥႊいる副読本ɗ教科書についてのᇉדと研究

における̾ऻのᝥᭉをᣖべるǿ

ɑȭǾ日本の英語学習開始段階Ⱥႊいる副読本ɗ教科

書に関してᇉדȨɟる点をǾ英文ୣɗ文ศᬱ目のᦀǾᭉ

యと学習内߁Ǿץいかけに対する応ኌの 3点Ⱥᣖべるǿ

1点目としてǾ英文ୣと文ศ̜ᬱのᦀについてȺあるǿ

日本の英語学習ȺΈႊする副読本ɗ教科書ɂǾ英語開始

段階においてアルフɫʣットɗ英単語のᎃ習等をԚ分に

՘りоɟることȺǾ英語学習早ఙの段階Ⱥある 目͏ࢳ3

᪃Ⱥ۹くの英文と文ศ̜ᬱを学習ȺきるɛうにすべきȺ

ɂないかと考えるǿ͏˩Ǿ理ႏをᣖべるǿ英語学習開始
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段階においてǾ日本の副読本に記ᢐȨɟている英文ୣと

文ศ̜ᬱのᦀをフィンランドの教科書と比較したፀ果Ǿ

഍ɔてߵないことがこɟɑȺに明らかとなȶたǿ΍えɃǾ

英語学習開始段階 目のቼࢳ1 1ᝥにおいて記ᢐȨɟてい

る英文ୣɂ日本の副読本Ⱥɂ 1文Ⱥあるのに対しǾフィ

ンランドの教科書Ⱥɂ 21 文Ⱥあるǿ学習する英文ୣと

文ศ̜ᬱのᦀについて米崎ら（2010）ɂǾ۾ᦀの英文ɗ

文ศが˫えらɟる場合Ǿ学習者ɂ᜘語知識ɗ᜘語能力を

習得しǾȰɟらを新しい状況Ⱥも応ႊȺきǾȰのɛうな

力が自ऺ性の特性ȺあるとᣖべるǿしかしǾ日本におい

て英語学習開始段階からާ஧に۹くの英文ɗ文ศ̜ᬱが

記ᢐȨɟた副読本ɗ教科書をႊいるとǾもともと日本語

がアルフɫʣットȺഫ成Ȩɟていないということもあ

りǾ英語қ学者Ⱥある小学生ɂ英語学習にٌᫍȨを感ȫ

てしɑうこともあり得るǿȰうしたこともありǾ現在の

日本の副読本ȺɂǾ英語学習開始段階Ⱥ学習に対するٌ

ᫍを੿かȮないɛうǾ英文ɗ文ศ̜ᬱを۹く˫えること

ɂ避けǾ英語にৼɟᜆしɓことを目的としǾᝈしたりᐨ

いたりする活動を中॑としていると考えるǿしかしǾ英

語学習がᝈしたりᐨいたりする活動にϡȶてしɑうとǾ

読み書きの学習を本ಐ的に始ɔる᪨Ǿ改ɔて英語学習に

対するٌᫍȨを感ȫることになると考えるǿしたがȶ

てǾ日本の英語学習開始段階においてもǾߵなくともア

ルフɫʣットのᎃ習ɗዊ単な英単語の読み書きのᎃ習等

を՘りоɟǾ英語学習早ఙの段階Ⱥある 目͏᪃ȺɂǾࢳ3

۹くの英文と文ศ̜ᬱの学習することがȺきる副読本ɗ

教科書にすべきȺɂないかと考えるǿ

2 点目としてǾᭉయと学習内߁についてȺあるǿ日本

の英語学習開始段階ȺΈႊする副読本ɗ教科書ɂǾɽ

ミʯʕケーションに関するᭉయを増ɗしǾ英語にৼɟᜆ

しみながら実ႊ的な表現をɛり۹く記ᢐすべきȺɂない

かと考えるǿ͏˩Ǿ理ႏをᣖべるǿ日本の副読本ɂフィ

ンランドの教科書とպറに۹くのᭉయɂᡵ近なҋ఼̜を

੥ȶているがǾフィンランドの教科書と比較するとǾͅ

者とのɽミʯʕケーションに関するᭉయがߵないことが

明らかとなȶたǿ΍えɃǾ日本の副読本にɂ઱ણɗ好き

なものǾඕしいものǾ఼߬のۼといȶた自ࢄጳ介に関す

るᭉయが主に記ᢐȨɟているのに対しǾフィンランドの

教科書Ⱥɂͅ者ጳ介ɗ̾ͷをしているか等Ǿͅ者とのɽ

ミʯʕケーションに関するᭉయと表現が記ᢐȨɟてい

るǿ英語қ学者Ⱥある日本の小学生が英語をΈいこなし

てɽミʯʕケーションをَるということɂٌᫍȺある

がǾɽミʯʕケーションに関するᭉయと表現に۹く᜔ɟ

ることを通して英語をႊいてɽミʯʕケーションをَる

ጨ地を養うことが可能になるのȺɂないかと考えるǿし

たがȶてǾ日本の英語学習開始段階ȺΈႊする副読本ɗ

教科書ɂǾͅ者とのɽミʯʕケーションに関するᭉయを

増ɗしǾͅ者とのɽミʯʕケーションをҰ૬とした実ႊ

的な表現を۹く記ᢐするべきȺɂないかと考えるǿ

3 点目としてǾץいかけに対する応ኌについてȺあ

るǿ日本の英語学習開始段階ȺΈႊする副読本ɗ教科書

ɂǾץいかけに対する応ኌを一ץ一ኌのढࣻȺɂなくǾ

「ኌえ « ᣜӏ情報」ɗ「ኌえ « いかけ」のढࣻȺ記ᢐץ

するべきȺɂないかと考えるǿ͏˩Ǿ理ႏをᣖべるǿ日

本の副読本ɂ一ץ一ኌのढࣻȺの応ኌが۹く記ᢐȨɟて

いるのに対しǾフィンランドの教科書Ⱥɂץいに対す

る応ኌが「ኌえ « ᣜӏ情報」ɗ「ኌえ « いかけ」とץ

いȶたǾ実᪨の会ᝈに近いढࣻȺ記ᢐȨɟているという

ことが明らかとなȶたǿ΍えɃǾ日本の副読本の場合ɂ

「Èï÷ íáîù áððìåó¿」というץいかけに対して「Ô÷ï 

áððìåó®」というᅽい会ᝈのࠕ開が̙৊Ȩɟるのに対

しǾフィンランドの教科書の場合ɂ「×èáô ãïìïõò äï 

ùïõ ìéëå¿」というץいかけに対して「I ìïöå ðéîë® Íù 

ãïíðõôåò éó ðéîë® Áîä íù ôåääù âåáò éó ðéîë®」といȶ

た「ኌえ « ᣜӏ情報」のढࣻȺ記ᢐȨɟているǿこの

ɛうにǾ日本の副読本に記ᢐȨɟているɛうな一ץ一ኌ

のढࣻȺ実᪨に会ᝈをすると๽ลなものになȶてしɑう

のに対しǾフィンランドの教科書に記ᢐȨɟているɛう

な「ኌえ « ᣜӏ情報」ɗ「ኌえ « い」のढࣻの場合ץ

ɂ自ུに近い会ᝈといえるǿしたがȶてǾ日本の英語学

習開始段階ȺΈႊする副読本ɗ教科書ɂǾץいかけに対

する応ኌを一ץ一ኌのढࣻȺɂなくǾ「ኌえ «ᣜӏ情報」

ɗ「ኌえ « いかけ」のढࣻȺ記ᢐするべきȺɂないץ

かと考えるǿ

ఊऻにǾ本研究ȺɂԚ分にឰ論Ⱥきなかȶた点をᡍɑ

えǾ̾ऻにරȨɟたᝥᭉについて 3点મȥるǿ

1 点目ɂǾ比較対象の教科書とȰの教科書をႊいたૌ

ഈについてȺあるǿ教科書ɂ本研究Ⱥ՘り上ȥた「Áìì 

Sôáòó」シリーʄだけȺなくǾ「×ï÷¡」シリーʄなどᛓ

ୣを比較対象としǾɑたǾ日本の小学校とフィンランド

の基礎学校における実᪨のૌഈを研究の資୳とすること

ȺǾ研究ɂɛり຅ɑると考えるǿ

2 点目ɂǾ教科書比較のਖ਼ศについてȺあるǿ教科書

比較をᚐう᪨Ǿаᚐ研究をՎ考にして教科書に記ᢐȨɟ

ている内߁をɛりጯかくԖ分したりୣϏ化したりするこ

とȺǾ研究ፀ果と考察がɛりጀࢀなものとなると考えるǿ

3 点目ɂǾ教科書の内߁に۾きな影響を及ぼすǾ日本

とフィンランドのナショナル・ɵリキʯラʪの比較に

ついてȺあるǿ日本の学習指導要ᬻとフィンランドの

Náôéïîáì Ãïòå Ãõòòéãõìõí を中॑にǾ外国語教育に関

するՔ方のナショナル・ɵリキʯラʪの比較検討をӏえ

ることȺǾ日本の外国語活動副読本とフィンランドの英

語教科書についての理ᜓをǾ̾ ऻȨらに຅ɔていきたいǿ
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